



































































した IBM の戦略は、エンタープライズ IT 市場における競争条件を自己に有利なかたちで
能動的に再設定するものでもあることが明らかにされる。 
終章では、序章で設定した分析視角にしたがって本論文の内容を総括するとともに、本
論文から得られる含意が整理される。すなわち、ある一時点において特定産業で支配的に
なった製品特性がそのまま永続するわけでも一方的に企業戦略を規定するわけでもなく、
産業における企業の主体に注目した分析が必要であるということである。「Wintel モデル」
を過剰に一般化する諸研究の問題点はこのことを見落としていたことなのである。 
